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これまでの津波ハザード評価（確定論的評価）

茨城県神栖市

福島県相馬市

ある地震を想定して作成された
津波ハザードマップ



津波ハザードマップの想定を超える津波が襲来

東北地方太平洋沖地震津波



本研究の目的
津波ハザード評価に含まれる不確かさを定量的に評価して、その不確かさを
津波ハザードマップ上に表現（可視化）する。

こうすることで、津波ハザードマップを利用する地域住民が、評価の不確実性
を具体的に知ることができ、各種の意志決定に良い影響を及ぼす可能性が
出てくる。

本研究の動機

津波ハザード評価は不確実性が大きいにも関わらず、これまでの確定論的
な評価では、評価に含まれる不確実性を正しく認識することができない。



研究の流れ
沿岸における確率論的津波波高の算出

沿岸波高の不確実性の定量評価

不確実性の定量評価結果を用いた津波数値計算の実施

不確実性を明示した津波ハザードマップの生成

対象地域

福島県相馬港
相馬港
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沿岸における確率論的津波波高の算出

対象とした地震領域と
ロジックツリー
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◆日本海溝沿いの１１地震領域を選定した

◆地震領域は、確率論的地震動予測地図で
用いられる海溝型地震領域の一部を利用した

◆地震領域毎にロジックツ
リーを構築した

◆ロジックツリーでは、
マグニチュード範囲（±0.1）、
アスペリティ位置、平均発生
間隔の３種類の不確かさを
考慮した

◆ロジックツリーの分岐数
は全部で1800



沿岸における確率論的津波波高の算出 0.25
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◆各ロジックツリーの分岐を条件として、津波
数値計算（非線形長波方程式）を行った

◆ロジックツリーの本数分の津波ハザード
カーブが得られる

津波ハザードカーブの例

N=1800



沿岸における確率論的津波波高の算出

◆1800本のロジックツリーを統計処理して、それぞれ、5%fractile点・
50%fractile点・95%fractile点を繋いだ曲線、および、平均曲線を描いた
◆この曲線から、津波波高の不確かさが定量評価できる

相馬港沖合（右図：赤地点）の津波ハザードカーブ

相馬港
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沿岸波高の不確実性の定量評価

◆約845年（年超過確率で約0.00118）で生起する平均的な津波波高は
3.73mである
◆0.05フラクタイル波高で1.21m、0.50フラクタイル波高で2.69m、0.95フラ
クタイル波高で7.08mと大きい幅を持つ

相馬港沖合（右図：赤地点）の津波ハザードカーブ

相馬港
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不確実性の定量評価結果を用いた津波数値計算の実施

◆まず、約845年で生起する平均的な津波波高（3.73m）を発生させる地震
断層を特定する
◆特定した断層のパラメータを用いて、非線形長波方程式、810m→10mま
で５段階にネスティングして、津波遡上領域を計算する

種類 津波波高(m)

0.05 fractile 1.21
0.50 fractile 2.69

Average 3.73
0.95 fractile 7.08

津波波高の不確実性の評価結果
（相馬港沖合）

津波数値計算の結果

８４５年に１回、平均的
に発生する津波波高に
よる浸水領域

特定した断層



不確実性の定量評価結果を用いた津波数値計算の実施

◆フラクタイル波高の変化による内陸の浸水領域の変化は、特定した地
震断層のすべり量を、フラクタイル波高の変化に応じた倍率を乗じて一律
に増減させた仮想的な地震断層を生成し、その断層パラメータを用いて津
波数値計算を行った

845年に１回程度発生する津波によるハザードマップ
津波波高の不確実性の評価結果

（相馬港沖合）

種類 津波波高(m) 断層すべり量倍率

0.05 fractile 1.21 0.32
0.50 fractile 2.69 0.72

Average 3.73 1
0.95 fractile 7.08 1.9





◆不確実性を陽に明示した津波ハザードマップの表現方法の一例を提案し
た。

◆今後の自然ハザード評価は、確定的な評価（代表値など）だけではなく、不
確実性の定量評価結果（評価の幅）を明示する必要があると考えられる。

◆津波ハザードマップ上で評価の幅を明確に示すことで、実際に活用する住
民等の利用者が評価の不確実性を具体的に知ることができ、各種の意志決
定に良い影響を及ぼす可能性がある。

◆今後、考慮可能な全ての不確実性の要素を取り込んで、不確実性の大き
さを定量化し、津波ハザードマップ等に反映させることで、不確実性の定量評
価の結果を可視化していく予定である。

終わりに


